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情けに報いる情報               売上は必ず伸びるシリーズ 

売上を伸ばさないように行動する社員がいる   

右上のグラフは、Ａ社（製パン

会社）のバターロールの売上グラ

フです。このグラフからは、売上

が増えているのか、減っているの

かわかりません。月別の売上は、

操業日数の相違、季節変動等いろ

いろの要因で変動するため、増減

傾向をつかむのにはむいていませ

ん。 

右下のグラフは、上と同じデー

タを年計グラフにしたものです。 

このグラフでは、2003 年 1１月を

ピークに売上が下降傾向になって

いることがわかります。 

 年計が 3 ヶ月、同じ傾向が続い

たら、その傾向は何もしなければ

続くと考えて原因を調べるのがよ

いでしょう。 

 また、当月で角度が急激に下が

った時は、ライバル企業が攻勢を

かける等の何かが起きている可能

性があります。 

 経営においては、兆候をキャッ

チし、原因を追究し、そして早く

対策を講じることが大切です。 

 道に迷うと、自分が今いる位置

がわかりません。今いる位置がわ

かれば行き先への第一歩が踏み出

せます。企業経営でも、自社の現

状を気付かないまま対策が遅れてしまう場合があり   次ページでは、売上減少の原因究明のプロセスと 

ます。企業経営の危険な兆候を早くキャッチするツ   追究した結果のお話をします。 

ールとして、年計は大変有効です。 

 

ピーク 

以降下降 

この辺で対策を講じていた

ら以降の売上ダウンは防げ

たかもしれない 



売上内訳を年計グラフに 

 Ａ社の販売店には、Ａ社製品の

みを販売する専売店と他社製品も

販売している併売店とがあります。 

右は専売店と併売店の年計グラ

フです。 

これによると、専売店の売上は

増加傾向が止まり、横ばい状態で

す。それに対して、併売店の売上

が、明らかに減少傾向となってい

ます。 

 会社の評判が落ちたのであれば、

専売店の方がもっと売上が落ちて

当たり前。併売店で多く減少して

いるのは、商品力に問題がありそ

う。他社製品がよくなったのか、 

Ａ社製品が品質を落とし 

たのか、調査が始まりま 

した。 

 

原因は何と社内に 

 右表はＡ社の製造日報です。原材料比

率は予算 50.0%から実績 50.4%に上がっ

ています。製造部長からこの点を指摘さ

れました。 

 ロールパンの配合表は下記の通り。 

 部門長は、バターとマーガリンの配合

を下記のように変更しました。 

 単価の高いバターを減らし、その分マ

ーガリンを増やしたのです。 

併売店売上ピーク 

以降下降 

専売店の売上は

横ばい 

予算と数量が変わっています。 

 

原材料比率が上がっています。 

部門長勝手に配合変更。 



予算原材料費 数量変化による増加 生産高 原材料費比率 

 

 

６月にこの変更をしたとすると、 

右表のようになり、バターロールの原 

材料費は、５９４減少します。 

 6月の原材料費は、 

 ３９，９３０－５９４＝３９，３３６ 

 6月の原材料費比率は、 

３９，３３６÷７９，２００＝４９．７％ 

 予算の５０．０％以下となり、以後の月に 

は、この方法で製造部長から、叱られずに済 

むようになりました。 

 それからしばらくして売上はダウンし始めたのです。配合変更により味、香りの変化にお客様が購買行動を

変えたためです。 

 

なぜ原材料比率は上がったか 

 では、生産高が予算通りなのに、原材料比率が悪くなった

のでしょう。右表はチーズロールの配合表です。 

 原材料費はチーズロールの方がロールパンより５円多くか

かっています。 

 下表は、製品別の生産数が変わった時の原材料費を試算し

たものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ロールパンの生産数が減って、チーズロールの生産数が増えたため、原材料費は３３０増えました。 

実績の生産数の場合あるべき原材料比率は、 

     （３９，６００＋３３０）÷７９，２００＝５０．４２％ 

 

 

 配合表通り作っていれば、原材料比率は上がって当たり前、それを下げるには、部門長の権限でできること

では配合を変えざるを得なかったと考えられます。 

バターロールの原材料費は、

6,732－6,138=594 の減少 

配合を変えたことによる 1個当り

原材料費は、34－31=３ の減少 

ロールパン 

生産数の減少による  

原材料費の減少 

チーズロール 

生産数の増加による  

原材料費の増加 

合計原材料費の増加 



単価アップで原材料費増加 

 

 

原材料比率が上がってよい時 

 原材料単価が変動した時も同様なことがおきます。 

 右上表は、予算時の配合表です。 

 右下表は、製造月報作成月の配合表です。 

 バターの価格が上がったため、１個当り原材料費 

が、５円上がっています。この分が生産量分増加し 

ます。 

 実際には、単価が毎日変わることもあり、計算が 

面倒なため、予算値を修正することなく報告書を作 

成すると、前ページのような判断ミスを犯すことに 

なります。 

 

正しい判断のできる数字を 

インフレ傾向の時、原材料比率を抑えるため、配合を変え品質を落としている 

会社があるかもしれません。それはきっと会社の将来のためになりません。 

 わが社は大丈夫と思っておられる方がほとんどだと思いますが、７年ほど前に耐震強度偽装事件があり、マ

ンションやビジネスホテルで多くの人が被害にあいました。 

守って当然と思っていることが、守られなくなっていることはよくあることです。特に会社内のルールにつ

いては、会社で監視しないと、悪意がないまま変えられていることがよくあります。 

 経営書に「当たり前のことを当たり前に行うことが大事」とあり、また、「これを行うことがむずかしい」

と書いてあります。当たり前を実行するには、正しい判断のできる数字が必要です。 

 正しい判断のできる数字を、コンピュータで計算しましょう。手計算では無理でも、コンピュータなら簡単

にできます。 

 

○○○○○○○○ 年計作成サービス（無料） ○○○○○○○○  

   ただいま、年計作成サービスを３ヶ月間無料で行っております。 

   お申し込みの条件は「ＭＣ通信 2012年 1月号」をご覧下さい。 
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